
 

 

 

 
  

                 

 
  

1月7日（火）始業式の学校長式辞を掲載します。 
  

昨日で冬休みが終わりました。冬休みの楽しい思い出はでき

ましたか？ この後、教室で友達や先生とそれらについてお話

できるといいですね。 

ところで、みなさんこれを見たこと

がありますか？また、これは何か知っ

ていますか？これは「しめ縄」と言い

ます。お正月を迎えるにあたり、玄関

などに飾る日本の伝統的な風習です。この「しめ縄」には、新

しい年を迎える節目に「神様を迎える準備が整った」と言う意

味があるそうです。これは一つの例ですが、日本にはこのよう

に多くの伝統的な行事や風習があります。同じように、インド

ネシアにも古くから伝わっていることがたくさんあります。

今、バンドンで生活している皆さんはその両方を知るチャンス

があります。日本の子ども達には難しいその機会を持った皆さ

んだからこそ、二つの国の伝統を知り、その意味や良さを知る

ことも大切にしていきたいですね。 
  

お正月と言えば、「一年の目標・頑張りたいこと」、「抱負」

と言いますが、その年の始まりにこれらを立てることがありま

す。もうすでに考えている人、これから抱負を考える人、いろ

いろでしょうが、その時に３か月後の自分を想像してみて下さ

い。３か月後、新しい学年や校種、もしかするとBJS とは違

う場かも知れません。その時の自分をイメージすることも大切

です。そして、保護者の方も含めて、３か月後・あるいは１年後

・３年後のなりたい自分の姿を描くことも重要だと思います。 
  

いよいよ今日から３学期が始まります。なりたい自分のイメ

ージに近づくための日々が始まります。学年の最後の学期は

「まとめ・仕上げの学期」でもあり、「次のステップにつなげ

る学期」でもあります。冬休み前の終業式でお話しした「自分

自身を鍛える厳しさ」も意識して心がけていくことを頑張って

くださいね。 
  

３学期の終わりには大きな節目の日を迎えます。修了式で今

の学年を終えます。卒園式では、ペンギン組の５名のお友達が

幼稚園を旅立ちます。卒業式では、小学部６年生３名が小学校

を旅立ち、中学部３年生２名がBJSを旅立ちます。 

 また、同じ日の離任式で、廣瀬孝平教頭先生、吉田隆明先生、

藤川直子先生、櫻井美恵子先生がBJSを去られます。 

このBJS において、一緒に過ごすことのできる時間は限ら

れています。 

「旅立ち」はお祝いでもあり、「別れ」は寂しくもありますが、

だからこそ、子どもも大人も、この短い３学期の日々 を大切に

し、節目のその日を胸を張って迎えましょう。 

 

 

 

 
   

  

 群馬大学４年生の

光山さんが、インタ

ーンシップとして、

BJSで一週間過ごし

ました。就業体験が

目的で、実際に授業

もされました。 

また、休憩時間に

は校庭で子どもたち

と一緒に遊んだり、

談笑で盛り上がった

りする場面も見られ

ました。子どもたち

と共にBJSでの濃厚

な時間を共有されま

した。 

 ４月から実際に教諭

として教壇に立たれる

予定です。お力を発揮

して、活躍されること

を祈念しています。   

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

今年度３回目の「避難訓練」を実施しました。今回は、竜巻が

発生し、まず、竜巻が接近していると想定し、校舎１階セーフルー

ムに一次避難しました。

その後、給湯室火災発

生の設定で、グランド

に二次避難しました。 

園児･児童･生徒はみ

な、真剣な表情で臨み、

緊張感をもって訓練す

ることができました。 

なお、万が一に備え

て、園舎・校舎共にペ

ットボトル飲料水と

クラッカーを相当数

備蓄してあることを

お知りおきください。 
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